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社会資本総合整備事業関係の予算配分概要 

 
 
Ⅰ．平成３１年度社会資本総合整備事業関係予算配分方針 
 
１．概要 

    社会資本総合整備事業については、地方公共団体等が作成した社会資本総合整備

計画に基づき、同計画の目標を実現するための事業に対し、地方公共団体等の要望

を踏まえ、下記の方針のとおり所要額を配分する。 
    なお、復興庁計上の東日本大震災からの復興については、復興庁が定める実施に

関する計画に従い、効率的・効果的に執行する。 
 
２．配分方針 

    ストック効果を高めるアクセス道路の整備、既存ターミナルを活用しつつクルー

ズ船の受け入れを図るために実施する防舷材・係船柱等の改良、「浸水対策重点地域

緊急事業」に位置づけられ実施する事業、重要交通網にかかる箇所における土砂災

害対策事業、ＰＰＰ／ＰＦＩや広域化・共同化の取組を推進するため追加的に必要

となる下水道事業、立地適正化計画に適合する事業など、別添「社会資本整備総合

交付金、防災・安全交付金における配分の考え方」に記載する事業に特化して策定

される整備計画に対して重点配分を行う。 
    また、重要インフラの点検結果等を踏まえた防災・減災、国土強靱化のための緊

急対策に対して集中的に配分を行う。 
 
 



Ⅱ．平成３１年度予算配分総括表

［事業費］ （単位：億円）

防災・減災、国土強靱
化のための緊急対策

　防災・安全交付金 24,766 5,299

　社会資本整備総合交付金 17,307 630

　社会資本総合整備事業計 42,073 5,929

注）事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

注）国費ベースで、防災・安全交付金13,043億円（うち防災・減災、国土強靱化のための緊急対策
2,767億円）、社会資本整備総合交付金8,666億円（うち防災・減災、国土強靱化のための緊急対策350
億円）、合計21,709億円（うち防災・減災、国土強靱化のための緊急対策3,117億円）。

配　分　額
区　　　　分 備　　考
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〔事業費〕 （単位：百万円）

北海道 128,969 18,052 88,754 810 217,723 18,861

青　森 35,326 9,976 23,936 961 59,262 10,937

岩　手 28,470 7,603 20,831 1,545 49,301 9,148

宮　城 32,316 5,765 21,296 377 53,612 6,141

秋　田 32,606 6,014 16,062 381 48,668 6,395

山　形 35,573 12,374 16,310 633 51,883 13,007

福　島 34,143 7,737 25,522 364 59,664 8,101

茨　城 44,632 9,907 58,187 3,076 102,819 12,983

栃　木 36,752 5,321 45,419 960 82,171 6,281

群　馬 41,741 9,179 46,792 400 88,533 9,579

埼　玉 52,587 7,563 68,731 926 121,318 8,489

千　葉 42,030 6,242 46,198 2,369 88,228 8,611

東　京 202,241 48,799 125,268 110 327,509 48,909

神奈川 100,517 18,023 78,770 889 179,287 18,912

山　梨 31,557 7,837 14,687 800 46,244 8,637

長　野 64,148 23,106 37,002 1,523 101,150 24,629

新　潟 84,020 23,910 54,290 1,208 138,310 25,118

富　山 37,340 7,368 23,485 325 60,825 7,693

石　川 36,418 8,223 23,290 2,100 59,708 10,323

岐　阜 46,983 7,817 24,035 120 71,018 7,937

静　岡 66,533 10,874 53,005 1,044 119,538 11,918

愛　知 94,013 16,718 96,714 980 190,727 17,698

三　重 38,641 11,821 30,463 877 69,104 12,698

福　井 25,580 5,903 18,993 467 44,573 6,370

滋　賀 35,197 7,784 25,363 2,711 60,560 10,494

京　都 51,533 11,168 22,514 360 74,047 11,528

大　阪 136,375 31,260 93,243 145 229,617 31,405

兵　庫 119,044 19,877 61,199 1,405 180,243 21,282

奈　良 31,135 6,831 20,663 1,587 51,799 8,418

和歌山 61,064 17,112 31,540 1,130 92,604 18,242

鳥　取 29,710 7,469 9,201 590 38,911 8,060

島　根 39,480 10,382 17,565 1,953 57,046 12,335

岡　山 27,970 6,137 20,724 342 48,695 6,479

広　島 59,753 12,204 26,376 620 86,129 12,824

山　口 43,330 4,985 19,546 1,047 62,876 6,032

徳　島 23,802 8,055 12,309 2,152 36,111 10,207

香　川 23,426 5,084 9,413 100 32,839 5,184

愛　媛 34,614 7,509 22,420 268 57,034 7,777

高　知 49,797 10,648 14,592 2,551 64,388 13,198

福　岡 91,751 13,889 92,638 10,848 184,389 24,737

佐　賀 22,800 2,903 12,227 1,607 35,027 4,510

長　崎 27,007 4,620 33,933 3,031 60,940 7,650

熊　本 63,086 12,026 35,503 3,276 98,589 15,302

大　分 46,399 13,415 19,615 2,492 66,014 15,907

宮　崎 41,963 10,659 14,522 630 56,485 11,289

鹿児島 36,947 7,867 34,773 917 71,720 8,784

沖　縄 7,255 1,921 22,795 0 30,050 1,921

合 計 2,476,572 529,937 1,730,715 63,002 4,207,287 592,939

注１）事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

注２）計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

Ⅲ．都道府県別配分額

区 分
防災・減災、国土強靱
化のための緊急対策

防災・安全交付金

防災・減災、国土強靱
化のための緊急対策

社会資本整備総合交付金 社会資本総合整備事業計

防災・減災、国土強靱
化のための緊急対策
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Ⅳ．配分箇所の具体事例

１．防災・安全交付金

都道府県名 計画名 配分額 事  業  概  要

百万円

＜国民の安全・安心の確保＞

岐阜県 無電柱化推進計画
に基づく無電柱化
の推進（無電柱化
推進計画支援）
（防災・安全）

97 　無電柱化推進計画に基づき、道路の無電柱
化を推進することで、災害に強い道路ネット
ワークの確保を図る。

和歌山県 快適で安全な港湾
環境の整備（防
災・安全）（重
点）

690 　防波堤を粘り強い構造とすることにより、
大規模地震による津波被害の軽減や早期の復
旧・復興に資する港湾機能の確保を図る。

新潟県 災害に強く豊かな
環境を育む安全・
安心な地域づくり
（防災・安全）

8,880 　風水害、土砂災害などの自然災害から県民
の命とくらしを守るとともに、豊かな水環境
を保全し未来に引き継ぐため、ハード・ソフ
ト一体となった対策や、既存施設の計画的な
修繕・更新を行い、安全・安心な地域を形成
する。

和歌山県 和歌山県における
総合的な土砂災害
対策の推進（防
災・安全）（重
点）

2,123 　土砂災害危険箇所において、土砂災害防止
施設の整備を推進することで、地域住民の人
命・財産を保全し、土砂災害から安全で安心
して暮らせる地域づくりを行う。

広島県（広島市） 災害に強い下水道
事業（防災・安
全）（重点計画）

4,098 　平成30年7月豪雨等において浸水被害が発
生した広島市中心部のデルタ市街地等におい
て、雨水幹線等の施設整備を実施することに
より、再度災害の防止を図る。

高知県 海と暮らす土佐の
海岸づくり（防
災・安全）

1,460 　台風常襲地であり、東海・東南海地震津波
等の脅威にさらされている沿岸域において、
沿岸に住んでいる人々が安心して暮らせるよ
う海岸堤防の耐震化等を行う。

兵庫県（神戸市） 神戸港における南
海トラフ巨大地震
等大規模災害に備
えた対策（重点計
画）

1,039 　南海トラフ巨大地震に伴う津波対策や平成
30年台風第21号への高潮対策として、防潮堤
等の整備を進め、浸水被害の軽減を図る。

(注)事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。
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都道府県名 計画名 配分額 事  業  概  要

百万円

愛知県（名古屋市）

名古屋市における
安全で安心な都市
公園づくり（防
災・安全）

1,987 　地域の防災性の向上を図るため、災害時に
避難地等となる防災公園の整備を推進する。

北海道（札幌市） 札幌市における復
興に向けた宅地耐
震化の推進（防
災・安全）

2,800 　北海道胆振東部地震において、盛土の崩落
や液状化により被災した宅地の早期復旧を図
る。

大阪府 門真市北部地区に
おける災害に強い
住まいとまちづく
り（防災・安全）
第Ⅱ期（重点計
画）

1,004 （別紙１のとおり）

(注)事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。
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２．社会資本整備総合交付金

都道府県名 計画名 配分額 事  業  概  要

百万円

＜力強く持続的な経済成長の実現＞

広島県 高速道路IC等への
アクセス向上によ
る新たな経済成長

1,012 （別紙２のとおり）

静岡県 静岡県の陸・海・
空のネットワーク
の形成、美しい港
湾景観の保全と創
造（重点計画）

985 　緑地・人工海浜等の整備により、人流・交
流拠点としての機能強化等を図る

愛知県 第２期愛知県地域
住宅整備計画（愛
知県地域住宅計
画）

4,703 　県民が安全・安心で住み続けることができ
る住まい・まちづくりを提供するため、老朽
化した公営住宅の建替、個別改善等を行う。
また、PFI手法を活用し、力強く持続的な経
済成長の実現を図る。

(注)事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。
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都道府県名 計画名 配分額 事  業  概  要

百万円

＜豊かな暮らしの礎となる地域づくり＞

群馬県 地方創生拠点と防
災拠点の形成のた
めの「道の駅」整
備と機能向上の推
進

512 　地方創生拠点である「道の駅」の更なる利
便性向上を図るとともに、防災拠点としての
機能の増加を図る。

長崎県 地域の基幹産業を
支え地方創生を実
現するみなとづく
り(重点)

925 　離島地域における港湾施設の整備により、
住民や旅客の利便性の向上を図る。

東京都 良好な河川環境と
都市環境を保全・
創出し、人々が憩
い、賑わう河川整
備

461 　自然環境の保全・創出や、水質の改善を図
るとともに、災害時等における利用者の安全
を確保しつつ回遊性や連続性を向上させ、水
辺の賑わいをより一層創出する。

青森県 八戸市における循
環のみちの実現
(重点計画)

3,566 　汚水処理施設整備の早期概成を目指し、下
水道の未普及対策を推進することにより、生
活環境の改善や公共用水域の水質保全を図
る。

青森県 弘前市中心拠点地
区都市再生整備計
画

1,583 　文化・芸術拠点整備と公共交通の結節機能
強化等により、まちなかの回遊促進と賑わい
の再構築を図る。

茨城県・栃木県 茨城・栃木交流圏
域における魅力的
な資源を活かした
広域的観光周遊活
性化計画

1,325 　茨城県・栃木県が連携し、地域の魅力的な
資源を活かした観光周遊ルートの整備を推進
し、地域の活性化を図る。

石川県 石川の歴史・文
化・自然を活かし
た観光交流の拠点
となる公園計画

1,040 　地域の観光拠点となる都市公園の整備を推
進する。

東京都 新小岩駅地区の交
通結節機能向上及
びバリアフリー化
の推進

2,200 　ＪＲ総武線により南北に分断された新小岩
駅地区について、線路下に自由通路を整備
し、南北間の回遊性向上を図る。

岐阜県 岐阜駅周辺・柳ヶ
瀬地区における都
心居住の促進（2
期）

1,095 　商店街の衰退や建築物の老朽化などによる
居住環境の悪化や居住人口の減少が課題と
なっている中心市街地において、市街地再開
発事業を連鎖的に実施し居住人口の増加と都
市機能誘導施設の整備を図る。

(注)事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。
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計
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計
画
名
：
高
速
道
路
IC
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
に
よ
る
新
た
な
経
済
成
長

○
事
業
主
体
：
広
島
県
ほ
か
2市

○
H3
1当
初
(計
画
単
位
)：
10
.1
億
円
(事
業
費
)

広
島
県

一
般
県
道
三
原
本
郷
線
（
高
坂
～
本
郷
工
区
）

延
長

1
.9
km

本
郷
産
業
団
地

（
１
期
整
備
中
）

広
島
空
港

三
原
市
役
所

《
本
郷
産
業
団
地
イ
メ
ー
ジ
図
》

１
期
（
2
0
2
0
.
1
2
完
成
予
定
）

※
企
業
立
地
決
定
済

２
期

（
2
0
2
1
年
度
完
成
予
定
）

３
期

（
2
0
2
1
年
度
完
成
予
定
）

（
一
）
下
徳
良
本
郷
線

(
一
)
三
原
本
郷
線

(
高
坂
～
本
郷
工
区
)

至
三
原
市
街
地

至
三
原
市
大
和
町

【
代
表
箇
所
】

○
路
線
名
：
一
般
県
道
三
原
本
郷
線

高
坂
～
本
郷
工
区

○
事
業
主
体
：
広
島
県

○
所
在
地
：
広
島
県
三
原
市
高
坂
町
～
本
郷
町

○
事
業
内
容
：
現
道
拡
幅

○
事
業
延
長
：
１
．
９
ｋ
ｍ

み
は
ら
し

た
か
さ
か
ち
ょ
う

ほ
ん
ご
う
ち
ょ
う

た
か
さ
か

ほ
ん
ご
う

み
は
ら
ほ
ん
ご
う
せ
ん

た
か
さ
か

ほ
ん
ご
う

み
は
ら
ほ
ん
ご
う

至 三 原 市 街 地

至 三 原 市 大 和 町
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（参考）復興庁計上予算の配分について

［事業費］ （単位：億円）

社会資本整備総合交付金 2,226

注１）配分額は、配分する国費をもとに推計した事業費である。

注２）国費ベースで、1,213億円。

［事業費］ （単位：百万円）

青 森 8,521

岩 手 36,529

宮 城 41,130

福 島 107,800

茨 城 24,815

千 葉 3,821

合 計 222,616

注１）配分額は、配分する国費をもとに推計した事業費である。

注２）計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

区 分 配分額（復興） 備　　考

２．都道府県別配分額

１．平成３１年度予算配分総括表

区 分 配分額（復興） 備　　考
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３．配分箇所の具体事例

都道府県名 計画名 配分額 事  業  概  要

百万円

＜復興＞

福島県 復興を支え、災害
に強い道路整備の
推進（復興基本方
針関連（復興））

99,413 　東日本大震災や原子力発電所事故からの早
期復興を支援するとともに、災害に強い道路
ネットワークの整備を推進する。

宮城県 宮城県港湾再生・
復興計画（復興基
本方針関連（復
興））

13,992 　被災地の港湾において、岸壁等の整備を行
うことにより東日本大震災からの経済復興の
実現を図る。
　また、津波・高潮等による災害リスクを防
ぎ、被災地復興を加速させるため、海岸保全
施設の整備を推進する。

岩手県 東日本大震災津波
復興計画～いのち
を守り　海と大地
と共に生きる　ふ
るさと岩手・三陸
の創造～（復興基
本方針関連（復
興））

15,625 「海岸保全施設」、「まちづくり」、「ソフ
ト対策」を適切に組み合わせた多重防災型ま
ちづくりにより、津波等の自然災害による被
害を最小限に抑え、どのような場合でも人命
と暮らしを守る安全で安心な防災都市・地域
づくりを推進する。

宮城県 被災地における総
合的な浸水対策の
推進（復興基本方
針関連（復興））

5,856 　大津波による壊滅的な被害、大規模な地盤
沈下の発生に伴い浸水リスクの高まった地域
において、治水施設を組み合わせた総合的な
復興事業による、安心安全な県土づくりを推
進する。

福島県 東日本大震災から
復旧・復興する地
域における水災害
からの安全・安心
の確保（復興基本
方針関連（復
興））

6,726 　東日本大震災からの復旧・復興を図る地域
において、河川・海岸堤防・港湾施設の整備
や、土砂災害対策事業を行い、水災害からの
安全・安心の確保を推進する。

宮城県 宮城野原防災公園
整備計画（復興）

63 　東日本大震災による津波被害を受けた地域
の防災性の向上を図るため、災害時に活動拠
点等となる防災公園の整備を推進する。

(注)事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。
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 １
 

道
路

事
業

 

 
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

に
お

け
る

道
路

事
業

に
お

い
て

は
、

民
間

投
資

・
需

要
を

喚
起

す
る

道
路

整
備

に
よ

り
、

ス
ト

ッ
ク

効
果

を
高

 

め
、

活
力

あ
る

地
域

の
形

成
を

支
援

す
る

と
の

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と

と
す

る
。

 

 【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
  

ス
ト

ッ
ク

効
果

を
高

め
る

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
 

 
 
・
駅

の
整

備
や

工
業

団
地

の
造

成
な

ど
民

間
投

資
と

供
用

時
期

を
連

携
し

、
人

流
・
物

流
の

効
率

化
や

成
長

基
盤

の
強

化
に

資
す

る
ア

ク
セ

ス
道

路
整

備
事

業
 

 
＜

特
に

重
点

配
分

を
行

う
事

業
＞

 

 ア
ク

セ
ス

道
路

の
早

期
の

効
果

発
現

が
見

込
め

る
事

業
 

 
 

 

        

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

に
お

け
る

配
分

の
考

え
方

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
駅

、
工

業
団

地
か

ら
周

辺
の

幹
線

道
路

ま
で

の
所

要
時

間
の

短

縮
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
・

道
路

に
よ

る
都

市
間

速
達

性
の

確
保

率
 

 
 

 
H
2
5
年

度
 

4
9
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 

5
5
％

 

 

別
添
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 ②
  

重
点

「
道

の
駅

」
等

の
機

能
強

化
 

 
・

全
国

モ
デ

ル
「

道
の

駅
」

、
重

点
「

道
の

駅
」

の
機

能
強

化
に

係
る

も
の

 

 
・

子
育

て
応

援
の

機
能

強
化

に
係

る
も

の
 

 
 

 
2
4
時

間
利

用
可

能
な

ベ
ビ

ー
コ

ー
ナ

ー
の

設
置

、
妊

婦
向

け
屋

根
付

優
先

駐
車

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
に

係
る

も
の
 

     
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
当

該
「

道
の

駅
」

の
年

間
利

用
者

数
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
－
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防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
け

る
道

路
事

業
に

お
い

て
は

、
国

民
の

命
と

暮
ら

し
を

守
る

イ
ン

フ
ラ

再
構

築
、

生
活

空
間

の
安

全
確

保
を

図
る

と
 

の
考

え
の

下
、

以
下

の
事

業
に

そ
れ

ぞ
れ

特
化

し
て

策
定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対
し

て
重

点
配

分
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 道

路
施

設
の

適
確

な
老

朽
化

・
地

震
対

策
 

ⅰ
）

維
持

修
繕

に
関

す
る

省
令

・
告

示
の

規
定

に
基

づ
く

定
期

点
検

・
診

断
、

修
繕

・
更

新
な

ど
イ

ン
フ

ラ
 

長
寿

命
化

計
画

（
行

動
計

画
）

を
踏

ま
え

た
、

橋
梁

、
ト

ン
ネ

ル
、

大
型

の
構

造
物

（
横

断
歩

道
橋

、
 

門
型

標
識

、
シ

ェ
ッ

ド
等

）
に

係
る

老
朽

化
対

策
 

（
注

）
 

「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」

に
定

め
ら

れ
た

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
記

載
事

項
（

以
下

の
①

～
⑥

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用

 

 
 

 
 

＜
特

に
重

点
配

分
を

行
う

事
業

＞
 

 
長

寿
命

化
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
の

「
定

期
点

検
」

及
び

「
長

寿
命

化
計

画
の

策
定

」
 

 
点

検
を

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

地
方

公
共

団
体

が
行

う
「

修
繕

」
・

「
更

新
」

・
「

撤
去

」
 

ⅱ
）

高
速

道
路

・
直

轄
国

道
を

ま
た

ぐ
跨

道
橋

の
耐

震
化

 

(
注

)
 

高
速

道
路

を
跨

ぐ
ロ

ッ
キ

ン
グ

橋
脚

を
有

す
る

橋
梁

を
除

く
 

ⅲ
）

地
震

時
等

に
著

し
く

危
険

な
密

集
市

街
地

に
お

け
る

道
路

整
備

 
    

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
老

朽
化

対
策

が
必

要
な

施
設

に
対

し
、
対

策
を

実
施

し
た

割
合

の
向

上
 

  ・
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
に

お
け

る
不

燃
領

域
率

の

向
上

 

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
・

個
別

施
設

ご
と

の
長

寿
命

化
計

画
（

個
別

施
設

計
画

）
の

策
定

率
 

 
 

 
道

路
（

橋
梁

）
 

 
 

H
3
2
年

度
 

1
0
0
％

 

 
 

 
道

路
（

ト
ン

ネ
ル

）
 

H
3
2
年

度
 

1
0
0
％

 

・
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

面
積

 

 
 

 
H
2
6
年

度
 

4
,
5
4
7
h
a
 

→
 

H
3
2
年

度
 

お
お

む
ね

解
消
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  ②
 

通
学

路
等

の
生

活
空

間
に

お
け

る
交

通
安

全
対

策
 

ⅰ
）

歩
行

空
間

の
確

保
等

の
通

学
路

に
お

け
る

交
通

安
全

対
策

 

＜
特

に
重

点
配

分
を

行
う

事
業

＞
 

 
点

検
等

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
地

方
公

共
団

体
が

行
う

対
策

 

 
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

生
活

道
路

対
策

 

ⅱ
）

踏
切

道
の

拡
幅

等
の

踏
切

に
お

け
る

事
故

対
策

 
(
注

)
 
踏

切
道

改
良

促
進

法
に

よ
り

指
定

さ
れ

た
踏

切
に

限
る

 

＜
特

に
重

点
配

分
を

行
う

事
業

＞
 

 
踏

切
道

改
良

計
画

に
基

づ
く

事
業

 
 ⅲ

）
鉄

道
と

の
結

節
点

に
お

け
る

自
由

通
路

等
の

歩
行

空
間

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

 
（

注
）
 

鉄
軌

道
駅

に
お

け
る

自
由

通
路

や
駅

前
広

場
の

整
備

及
び

乗
継

の
た

め
の

歩
行

空
間

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

を
図

る
も

の
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

を
要

件
と

す
る

 

①
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

移
動

等
円

滑
化

促
進

方
針

又
は

基
本

構
想

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

地
区

 

②
国

土
交

通
大

臣
が

指
定

す
る

特
定

道
路

 
 

ⅳ
）

地
方

版
自

転
車

活
用

推
進

計
画

に
基

づ
く

自
転

車
通

行
空

間
整

備
 

（
注

）
 

た
だ

し
、

2
0
1
9
年

度
末

ま
で

は
自

転
車

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

に
基

づ
く

自
転

車
通

行
空

間
整

備
も

対
象

と
す

る
 

      

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
・

通
学

路
の

安
全

対
策

が
必

要
な

箇
所

に
対

し
、

対
策

を
実

施
し

た
 

割
合

の
向

上
 

 
・

交
通

事
故

件
数

の
減

少
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
・

通
学

路
に

お
け

る
歩

道
等

の
整

備
率

 

 
 

 
H
2
5
年

度
5
4
％

 
→

 
H
3
2
年

度
6
5
％
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 ③
 

防
災

・
安

全
交

付
金

（
無

電
柱

化
推

進
計

画
支

援
事

業
）

 

以
下

の
い

ず
れ

の
条

件
に

も
該

当
す

る
事

業
を

対
象

と
す

る
。

 

・
「

無
電

柱
化

推
進

計
画

」
(
2
0
1
8
～

2
0
2
0
年

度
)
に

定
め

た
目

標
（

約
1
,
4
0
0
k
m
の

無
電

柱
化

着
手

）
の

確

実
な

達
成

に
資

す
る

事
業

と
し

て
、
地

方
ブ

ロ
ッ

ク
無

電
柱

化
協

議
会

等
で

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
無

電

柱
化

事
業

 

・
「

無
電

柱
化

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」

（
平

成
2
8
年

法
律

第
1
1
2
号

）
第

８
条

に
基

づ
き

、
都

道
府

県
又

は
市

町
村

が
定

め
る

「
都

道
府

県
無

電
柱

化
推

進
計

画
」
又

は
「

市
町

村
無

電
柱

化
推

進
計

画
」
（

地
方

版
無

電
柱

化
推

進
計

画
）

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

無
電

柱
化

事
業

 
（

注
）

 
た

だ
し

、
地

方
版

無
電

柱
化

推
進

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
は

2
0
1
9
年

度
末

ま
で

の
間

の
経

過
措

置
と

し
て

、
地

方
版

無
電

柱
化

推
進

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
が

確
認

可
能

な
資

料
の

提
出

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
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 ２
 

港
湾

事
業

 

 
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

に
お

け
る

港
湾

事
業

に
お

い
て

は
、
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

通
じ

た
国

際
競

争
力

強
化

や
地

域
経

済
・
産

業
の

活
力

向
上

を
図

る
と

い
う

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
  

港
湾

管
理

者
と

国
が

連
携

し
て

海
上

物
流

の
効

率
化

等
を

図
る

た
め

に
一

体
的

に
行

う
港

湾
施

設
の

整
備

 

     ②
 

既
存

タ
ー

ミ
ナ

ル
を

活
用

し
つ

つ
、
ク

ル
ー

ズ
船

の
受

け
入

れ
を

図
る

た
め

に
実

施
す

る
防

舷
材

、
係

船
柱

等
の

改
良

、
緑

地
の

整
備

 
    ③

「
み

な
と

オ
ア

シ
ス

」
の

拠
点

機
能

の
強

化
を

図
る

港
湾

施
設

の
整

備
 

     

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
港

湾
に

お
け

る
取

扱
貨

物
量

の
増

加
 

港
湾

に
お

け
る

海
上

貨
物

輸
送

コ
ス

ト
の

削
減

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
海

上
貨

物
輸

送
コ

ス
ト

低
減

効
果

（
対

H
2
5
年

度
総

輸
送

コ
ス

ト
）

 

 
 

（
国

内
）

H
3
2
年

度
 

約
3
%
 

 
 

（
国

際
）

H
3
2
年

度
 

約
5
%
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
ク

ル
ー

ズ
船

で
入

国
す

る
外

国
人

の
旅

客
数

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
全

国
の

港
湾

か
ら

ク
ル

ー
ズ

船
で

入
国

す
る

外
国

人
の

旅
客

数
 

 
H
2
6
年

 
4
1
.
6
万

人
 
→

 
H
3
2
年

 
5
0
0
万

人
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
「

み
な

と
オ

ア
シ

ス
」

に
訪

れ
る

外
国

人
の

旅
客

数
の

増
加

 

 
県

内
に

お
け

る
離

島
航

路
数

の
維

持
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

全
国

の
港

湾
か

ら
ク

ル
ー

ズ
船

で
入

国
す

る
外

国
人

の
旅

客
数

 

 
H
2
6
年

 
4
1
.
6
万

人
 
→

 
H
3
2
年

 
5
0
0
万

人
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 ④
 

水
産

物
の

輸
出

促
進

に
関

係
主

体
が

連
携

し
て

戦
略

的
に

取
組

む
港

湾
に

お
け

る
水

産
物

の
輸

出
競

争
力

の
強

化
を

図
る

た
め

に
実

施
す

る
港

湾
施

設
の

整
備

 

    
 

（
参

考
）

社
会

資
本

整
備

重
点

計
画

等
に

お
け

る
Ｋ

Ｐ
Ｉ

・
指

標
 

国
産

水
産

物
輸

出
額

 

H
2
4
年

 
1
,
7
0
0
億

円
 

→
 

H
3
1
年

 
3
,
5
0
0
億

円
 

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

港
湾

に
お

け
る

水
産

物
の

輸
出

取
扱

貨
物

量
の

増
加
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防

災
・
安

全
交

付
金

に
お

け
る

港
湾

事
業

に
お

い
て

は
、
国

民
の

命
と

暮
ら

し
を

守
る

イ
ン

フ
ラ

再
構

築
の

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 

港
湾

施
設

の
老

朽
化

等
に

伴
い

利
用

が
制

限
さ

れ
て

い
る

港
湾

施
設

の
整

備
 

（
注

）
 
「

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

基
本

計
画

」
に

定
め

ら
れ

た
個

別
施

設
計

画
の

記
載

事
項
（

以
下

の
①

～
⑥

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用

 

 
 

 
 

      ②
 

南
海

ト
ラ

フ
地

震
、

首
都

直
下

地
震

等
の

大
規

模
地

震
対

策
と

し
て

実
施

す
る

耐
震

強
化

岸
壁

の
整

備

（
当

該
岸

壁
と

一
体

と
な

っ
て

機
能

す
る

航
路

・
泊

地
、

防
波

堤
、

臨
港

道
路

及
び

防
災

緑
地

の
整

備
を

含

む
。

）
並

び
に

津
波

対
策

と
し

て
実

施
す

る
津

波
防

波
堤

及
び

津
波

避
難

施
設

の
整

備
 

     

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
老

朽
化

に
伴

う
港

湾
施

設
の

利
用

制
限

等
の

解
消

数
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
個

別
施

設
ご

と
の

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
策

定
率

 

 
 

 
 

港
湾

 
H
2
6
年

度
 

9
7
%
 
→

 
H
2
9
年

度
 

1
0
0
%
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
災

害
時

に
お

け
る

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

一
体

と
な

っ
た

緊
急

物
資

等
の

輸

送
体

制
の

構
築

さ
れ

た
港

湾
数

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
災

害
時

に
お

け
る

海
上

か
ら

の
緊

急
物

資
等

の
輸

送
体

制
が

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
一

体
と

し
て

構
築

さ
れ

て
い

る
港

湾
（

重
要

港
湾

以
上

）
の

割
合

 

 
 

 
 

H
2
6
年

度
 

3
1
%
 
→

 
H
3
2
年

度
 

8
0
%
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 ３
 

河
川

事
業

（
８

 
そ

の
他

総
合

的
な

治
水

事
業

を
含

む
）

 

防
災

・
安

全
交

付
金

に
お

け
る

河
川

事
業

に
お

い
て

は
、

頻
発

す
る

水
害

に
対

す
る

事
前

防
災

・
減

災
対

策
や

、
大

規
模

地
震

に
備

え
た

地
震

・

津
波

対
策

及
び

、
河

川
管

理
施

設
等

の
戦

略
的

維
持

管
理

・
更

新
を

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

両
面

か
ら

強
力

に
推

進
す

る
と

の
考

え
の

下
、
以

下
の

事

業
に

特
化

し
て

策
定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対
し

て
重

点
配

分
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
  

長
寿

命
化

計
画

等
に

基
づ

き
、

計
画

的
に

維
持

管
理

を
実

施
し

て
い

る
河

川
に

お
い

て
、

近
年

の
浸

水
被

害
に

対
応

す
る

た
め

の
集

中
的

な
河

川
改

修
 

（
注

）
 

「
河

川
及

び
河

川
管

理
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

策
定

の
手

引
き

」
（

H
3
0
.
3
）

に
定

め
ら

れ
た

堤
防

及
び

河
道

に
つ

い
て

「
堤

防
及

び
河

道
の

長
寿

命
化

計
画

記
載

内
容

イ
メ

ー
ジ

」
の

記
載

事
項

（
以

下
の

①
～

④
）

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
要

件
と

す
る

。
 

 
 

 
①

維
持

管
理

方
針

及
び

点
検

計
画

（
方

法
）

、
②

長
寿

命
化

対
策

方
針

及
び

各
河

川
単

位
の

計
画

図
・

一
覧

表
、

③
維

持
管

理
の

年
間

計
画

、
④

各
河

川
単

位
の

維
持

管
理

・
更

新
等

に
係

る
コ

ス
ト

 

 ②
  

「
浸

水
対

策
重

点
地

域
緊

急
事

業
」

に
位

置
付

け
ら

れ
実

施
す

る
事

業
 

 ③
  

大
規

模
地

震
に

よ
り

甚
大

な
被

害
が

発
生

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

地
域

に
お

い
て

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
対

策
を

一
体

的
に

実
施

す
る

河
川

堤
防

等
の

地
震

・
津

波
対

策
 

 
④

  
特

定
都

市
河

川
浸

水
被

害
対

策
法

に
基

づ
く
「

流
域

水
害

対
策

計
画

」
、
水

管
理
・
国

土
保

全
局

長
通

知
に

よ
る

実
施

要
綱

に
基

づ
く

「
1
0
0
m
m
/
h
安

心
プ

ラ
ン

」
に

位
置

付
け

ら
れ

、
下

水
道

部
局

な
ど

と
連

携
し

て
実

施
す

る
事

業
 

 
⑤

  
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
、

地
方

単
独

事
業

と
連

携
し

て
実

施
す

る
「

老
朽

化
の

進
行

等
に

よ
り

機
能

が
低

下
し

た
河

川
管

理
施

設
（

ダ
ム

を
含

む
。
）
の

更
新

・
延

命
化

に
必

要
な

措
置

」
、
「

点
検

に
基

づ
く

改
善

措
置

」
及

び
「

ダ
ム

の
機

能
の

回
復

又
は

向
上

（
貯

水
池

機
能

の
保

全
を

含
む

。
）

」
 

（
注

）
 

「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」

に
定

め
ら

れ
た

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
記

載
事

項
（

以
下

の
①

～
⑥

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用
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⑥
  
「

ダ
ム

再
生

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

き
、
既

設
ダ

ム
を

有
効

活
用

し
ダ

ム
再

生
を

推
進

す
る

た
め

の
計

画
の

策
定

 
 ※

 
な

お
②

に
つ

い
て

は
上

記
事

業
の

な
か

で
も

特
に

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
近

年
、
床

上
浸

水
被

害
を

受
け

た
家

屋
の

将
来

の
浸

水
被

害

戸
数

の
減

少
 

・
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震
・

首
都

直
下

地
震

等
の

大
規

模
地

震

が
想

定
さ

れ
て

い
る

地
域

等
に

お
け

る
津

波
（

高
潮

）
に

よ

る
背

後
地

の
浸

水
面

積
の

低
減

 

・
家

屋
浸

水
リ

ス
ク

の
解

消
 

・
津

波
（

高
潮

）
に

よ
る

背
後

地
の

浸
水

面
積

の
低

減
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
人

口
・

資
産

集
積

地
区

等
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
目

標
相

当
の

洪
水

に
対

す
る

河
川

の
整

備
率

 
H
2
6
年

度
 

約
5
5
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
6
0
%
（

県
管

理
）

 
・

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
・

首
都

直
下

地
震

等
の

大
規

模
地

震
が

想
定

さ
れ

て
い

る
地

域
等

に
お

け
る

河
川

堤
防

の
整

備
率

（
計

画
高

ま
で

の
整

備
と

耐
震

化
）

及
び

水
門

・
樋

門
等

の
耐

震
化

率
 

H
2
6
年

度
 

約
3
7
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
7
5
%
（

河
川

堤
防

）
 

H
2
6
年

度
 

約
3
2
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
7
7
%
（

水
門

・
樋

門
等

）
 

・
個

別
施

設
ご

と
の

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
策

定
率

 
H
2
6
年

度
 

約
8
3
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

1
0
0
%
（

河
川

）
[
地

方
公

共
団

体
]
 

H
2
6
年

度
 

約
2
8
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

1
0
0
%
（

ダ
ム

）
[
地

方
公

共
団

体
]
 

・
最

大
ク

ラ
ス

の
洪

水
に

対
応

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

・
公

表
し

、
住

民
の

防
災

意
識

向
上

に
つ

な
が

る
訓

練
（

机
上

訓
練

、
情

報
伝

達
訓

練
等

）
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合
 

H
2
6
年

度
 

 
－

 
 
 
→

 
H
3
2
年

度
 

1
0
0
%
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 ４
 

砂
防

事
業

 
５

 
地

す
べ

り
対

策
事

業
 

６
 

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

 
８

 
そ

の
他

総
合

的
な

治
水

事
業

 
防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
け

る
砂

防
事

業
、

地
す

べ
り

対
策

事
業

、
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
事

業
お

よ
び

そ
の

他
総

合
的

な
治

水
事

業
に

お
い

て
は

、
頻

発
す

る
土

砂
災

害
か

ら
国

民
の

命
を

守
る

た
め

、
事

前
防

災
・

減
災

対
策

や
砂

防
設

備
等

の
戦

略
的

維
持

管
理

・
更

新
を

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

両
面

か
ら

強
力

に
推

進
す

る
と

の
考

え
の

下
、

以
下

の
事

業
に

特
化

し
て

策
定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対
し

て
重

点
配

分
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
  

要
配

慮
者

利
用

施
設

の
う

ち
ソ

フ
ト

対
策

の
高

度
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

施
設

、
防

災
拠

点
を

保
全

し
、

人
命

を
守

る
土

砂
災

害
対

策
事

業
 

 ②
 

重
要

交
通

網
に

か
か

る
箇

所
に

お
け

る
土

砂
災

害
対

策
事

業
 

 ③
 

砂
防

設
備

等
の

長
寿

命
化

計
画

の
策

定
、

老
朽

化
の

状
況

等
の

緊
急

点
検

※
を

踏
ま

え
、

地
方

単
独

事
業

と
連

携
し

た
砂

防
設

備
等

の
緊

急
改

築
事

業
 

※
 

「
砂

防
関

係
事

業
に

係
る

施
設

の
緊

急
点

検
の

実
施

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
5
年

２
月

2
6
日

付
国

水
保

第
4
3
号

）
 

 

（
注

）
 

「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」

に
定

め
ら

れ
た

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
記

載
事

項
（

以
下

の
①

～
⑥

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用
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 （
参

考
：

土
砂

災
害

防
止

法
に

基
づ

く
基

礎
調

査
の

た
め

の
優

先
配

分
枠

制
度

）
 

○
 

土
砂

災
害

の
危

険
性

の
あ

る
区

域
を

住
民

に
早

急
か

つ
明

確
に

示
す

こ
と

で
、
警

戒
避

難
体

制
を

整
備

し
、
被

害
を

防
止
・

軽
減

す
る

た
め

、
防

災
・

安
全

交
付

金
に

土
砂

災
害

防
止

法
に

基
づ

く
基

礎
調

査
の

た
め

の
優

先
配

分
枠

制
度

が
設

け
ら

れ

て
い

る
。

 

   
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
土

砂
災

害
か

ら
保

全
さ

れ
る

要
配

慮
者

利
用

施
設

、
防

災
拠

点
等

の
数

の
増

加
 

・
土

砂
災

害
か

ら
保

全
さ

れ
る

人
家

戸
数

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
要

配
慮

者
利

用
施

設
、

防
災

拠
点

を
保

全
し

、
人

命
を

守
る

土
砂

災
害

対
策

実
施

率
 

H
2
6
年

度
 

約
3
7
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
4
1
%
 

・
個

別
施

設
ご

と
の

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
策

定
率

 
H
2
6
年

度
 

約
3
0
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
1
0
0
%
（

砂
防

）
[
地

方
公

共
団

体
]
 

23



 ７
 

下
水

道
事

業
（

１
４

 
都

市
水

環
境

整
備

事
業

を
含

む
）

 

 
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

に
お

け
る

下
水

道
事

業
に

お
い

て
は

、
持

続
可

能
な

経
済

社
会

の
実

現
に

資
す

る
と

の
考

え
の

下
、
下

水
道

の
公

共

的
役

割
・

性
格

を
勘

案
し

、
地

域
の

特
性

等
に

配
慮

し
つ

つ
、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と

と
す

る
。

 
 【

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
】

 

①
 

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

下
水

道
未

普
及

対
策

事
業

 

 ②
 

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／

Ｐ
Ｆ

Ｉ
、
下

水
汚

泥
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
、
広

域
化
・
共

同
化

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

追
加

的

に
必

要
と

な
る

下
水

道
事

業
 

         
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
・

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
の

向
上

 

 
・

下
水

汚
泥

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

率
の

向
上

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
・

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
 

 
H
2
5
年

度
 
約

8
9
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

9
6
％

 

 
・

下
水

汚
泥

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

率
 

H
2
5
年

度
 
約

1
5
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

3
0
％

 

24



   
防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
け

る
下

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、
国

民
の

命
と

暮
ら

し
を

守
る

イ
ン

フ
ラ

を
再

構
築

す
る

と
の

考
え

の
下

、
下

水
道

の

公
共

的
役

割
・

性
格

を
勘

案
し

、
地

域
の

特
性

等
に

配
慮

し
つ

つ
、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う

こ
と

と
す

る
。

 

 【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 

各
地

方
公

共
団

体
が

定
め

る
下

水
道

事
業

計
画

に
基

づ
く

雨
水

対
策

事
業

 

  ②
 

国
民

の
安

全
・

安
心

の
確

保
に

向
け

た
以

下
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
追

加
的

に
必

要
と

な
る

下
水

道
事

業
 

・
 

南
海

ト
ラ

フ
地

震
・

首
都

直
下

地
震

の
対

象
地

域
に

お
け

る
重

要
施

設
（

揚
水

・
沈

殿
・

消
毒

施
設

、
管

理
棟

、
下

水
道

総
合

地
震

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

管
渠

）
の

地
震

対
策

 

・
 

下
水

道
総

合
地

震
対

策
事

業
（

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

整
備

を
含

む
も

の
に

限
る

）
 

・
 

下
水

道
施

設
の

耐
水

化
・

非
常

用
電

源
確

保
（

津
波

対
策

を
含

む
）
 

   
 

         

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
・

下
水

道
に

よ
る

都
市

浸
水

対
策

達
成

率
の

向
上

 

 
・

巨
大

地
震

時
に

お
け

る
主

要
な

管
渠

の
機

能
確

保
率

の
向

上
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
人

口
・

資
産

集
積

地
区

等
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
目

標
相

当
の

洪
水

に
対

す

る
河

川
の

整
備

率
及

び
下

水
道

に
よ

る
都

市
浸

水
対

策
達

成
率

（
下

水
道

に
よ

る
都

市
浸

水
対

策
達

成
率

）
 

H
2
6
年

度
 
約

5
6
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

6
2
％

 

 
・

災
害

時
に

お
け

る
主

要
な

管
渠

及
び

下
水

処
理

場
の

機
能

確
保

率
 

（
管

渠
）

H
2
6
年

度
 
約

4
6
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

6
0
％

 

（
下

水
処

理
場

）
H
2
6
年

度
 
約

3
2
％

→
 
H
3
2
年

度
 
約

4
0
％
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 ９
 

海
岸

事
業

 

防
災

・
安

全
交

付
金

に
お

け
る

海
岸

事
業

に
お

い
て

は
、
大

規
模

地
震

・
津

波
に

対
す

る
事

前
防

災
・

減
災

対
策

や
海

岸
保

全
施

設
の

戦
略

的
維

持
管

理
・

更
新

を
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

の
両

面
か

ら
強

力
に

推
進

す
る

と
の

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 

南
海

ト
ラ

フ
地

震
、
首

都
直

下
地

震
又

は
日

本
海

溝
・
千

島
海

溝
周

辺
海

溝
型

地
震

に
対

し
て

、
背

後
地

に

重
要

交
通

網
ま

た
は

人
口

が
集

中
す

る
地

域
に

お
い

て
実

施
す

る
海

岸
堤

防
等

の
地

震
・

津
波

対
策

 
       （

注
）

 
堤

防
、

胸
壁

、
護

岸
の

耐
震

対
策

を
行

う
事

業
に

つ
い

て
は

、
耐

震
調

査
に

よ
り

耐
震

対
策

の
必

要
性

の
有

無
が

確
認

済
で

あ
る

こ
と

、

ま
た

、
整

備
計

画
等

に
耐

震
調

査
結

果
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

事
業

の
優

先
順

位
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

 （
注

）
 

数
十

年
か

ら
百

数
十

年
に

１
回

程
度

発
生

す
る

津
波

（
レ

ベ
ル

１
津

波
）

高
よ

り
低

い
堤

防
等

を
整

備
す

る
事

業
に

つ
い

て
は

、
避

難

対
策

や
浸

水
を

考
慮

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

関
し

て
法

定
計

画
等

に
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
（

平
成

3
1
年

度
中

に
、

記
載

等
を

行
う

ま
た

は
そ

の
見

込
み

を
確

認
で

き
れ

ば
よ

い
こ

と
と

す
る

）
。
 

 ②
 

海
岸

保
全

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
の

策
定

、
背

後
地

に
重

要
交

通
網

ま
た

は
人

口
が

集
中

す
る

地
域

に
お

け
る

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

海
岸

堤
防

等
の

老
朽

化
対

策
 

（
注

）
 

長
寿

命
化

計
画

の
策

定
は

、
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
及

び
５

地
区

海
岸

以
上

を
管

理
し

て
い

る
市

町
村
（

政
令

市
を

除
く

）
に

つ

い
て

対
象

と
す

る
。

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
南

海
ト

ラ
フ

地
震

又
は

そ
の

他
の

大
規

模
地

震
が

想
定

さ
れ

て
い

る
地

域
等

に
お

け
る

津
波

に
よ

る
背

後
地

の
浸

水
面

積
の

低
減

 
 ・

南
海

ト
ラ

フ
地

震
又

は
そ

の
他

の
大

規
模

地
震

が
想

定
さ

れ
て

い
る

地
域

等
に

お
け

る
津

波
発

生
時

に
安

全
を

確
保

で
き

る
水

門
・
樋

門
等

の
現

場
操

作
員

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

・
首

都
直

下
地

震
等

の
大

規
模

地
震

が
想

定
さ

れ
て

い
 

る
地

域
等

に
お

け
る

河
川

・
海

岸
堤

防
等

の
整

備
率

（
計

画
高

ま
で

の
整

備
と

 
耐

震
化

）
及

び
水

門
・

樋
門

等
の

耐
震

化
等

 
 

 
 
H
2
6
年

度
 
約

3
9
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

6
9
％

 
 

・
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

・
首

都
直

下
地

震
等

の
大

規
模

地
震

が
想

定
さ

れ
て

い
る

地
域

等
に

お
け

る
、

水
門

・
樋

門
等

の
自

動
化

・
遠

隔
操

作
化

率
 

 
 

 
H
2
6
年

度
 
約

4
3
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

8
2
％
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（

注
）

 
「

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

基
本

計
画

」
に

定
め

ら
れ

た
長

寿
命

化
計

画
（

個
別

施
設

計
画

）
の

記
載

事
項

（
以

下
の

①
～

⑥
）

が
記

載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用

 

 
 

 
 

    
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
背

後
地

に
重

要
交

通
網

又
は

人
口

が
集

中
す

る
地

域
に

お
い

て
、
海

岸

保
全

施
設

の
老

朽
化

が
著

し
く

、
浸

水
の

恐
れ

が
あ

る
面

積
の

低
減

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
・

個
別

施
設

ご
と

の
長

寿
命

化
計

画
（

個
別

施
設

計
画

）
の

策
定

率
 

 
 

H
2
6
年

度
 
約

1
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
1
0
0
％
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 １
０

 
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
け

る
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
に

お
い

て
は

、
「

コ
ン

パ
ク

ト
＋

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

推
進

、
P
P
P
/
P
F
I
等

に

よ
る

民
間

投
資

の
喚

起
・

誘
発

、
地

域
活

性
化

の
考

え
の

下
、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と

と
す

る
。

 

 【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
 

立
地

適
正

化
計

画
に

適
合

す
る

事
業

等
国

と
し

て
特

に
推

進
す

べ
き

施
策

に
関

連
す

る
事

業
※

１
 

※
１

 
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
の

う
ち

、
立

地
適

正
化

計
画

に
適

合
す

る
事

業
、
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
の

地
域

整
備

方
針

に
適

合
す

る
事

業
、
認

定

歴
史

的
風

致
維

持
向

上
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
事

業
又

は
低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
事

業
を

い
う

。
 

②
 
一

定
の

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
有

す
る

公
共

交
通

が
カ

バ
ー

す
る

エ
リ

ア
※

２
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

交
通

結
節

点
の

改
善

促
進

な
ど

に
資

す
る

事
業

※
３
 

※
２

 
鉄

道
・

地
下

鉄
駅

（
ピ

ー
ク

時
間

運
行

本
数

が
片

道
で

１
時

間
当

た
り

３
本

以
上

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
か

ら
半

径
１

ｋ
ｍ

の
範

囲
内

又
は

バ
ス

・

軌
道

の
停

留
所

・
停

車
場

（
ピ

ー
ク

時
間

運
行

本
数

が
片

道
で

１
時

間
当

た
り

３
本

以
上

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
か

ら
半

径
５

０
０

ｍ
の

範
囲

内
の

区

域
を

い
う

。
 

※
３

 
交

通
結

節
点

の
改

善
、

連
立

事
業

、
新

交
通

・
Ｌ

Ｒ
Ｔ

・
Ｂ

Ｒ
Ｔ

の
導

入
、

自
転

車
・

バ
ス

レ
ー

ン
の

設
置

及
び

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
機

能
の

導

入
に

関
連

す
る

事
業

を
い

う
 

    
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
の

居
住

人
口

比
率

の
増

加
・
維

持
 

 
居

住
誘

導
区

域
内

に
居

住
す

る
人

口
比

率
の

改
善

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
立

地
適

正
化

計
画

を
作

成
す

る
市

町
村

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

H
3
2
年

 
1
5
0
市

町
村

 

公
共

交
通

の
利

便
性

の
高

い
エ

リ
ア

に
居

住
し

て
い

る
人

口
割

合
 

（
三

大
都

市
圏

）
 
 

H
2
6
年

度
 
9
0
.
5
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
9
0
.
8
％

 

（
地

方
中

枢
都

市
圏

）
 
 
H
2
6
年

度
 
7
8
.
7
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
8
1
.
7
％

 

（
地

方
都

市
圏

）
 
 

H
2
6
年

度
 
3
8
.
6
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
4
1
.
6
％
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 １
１

 
広

域
連

携
事

業
 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
け

る
広

域
連

携
事

業
に

お
い

て
は

、
広

域
に

わ
た

る
人

の
往

来
、
物

資
の

流
通

を
通

じ
て

、
地

域
の

活
性

化
を

図
る

と
の

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

 ①
 

広
域

的
な

地
域

の
活

性
化

に
寄

与
し

地
域

の
個

性
及

び
特

色
の

伸
長

を
図

り
、

全
体

と
し

て
大

き
な

効
果

が
得

ら
れ

る
以

下
の

事
業

 
 

・
広

域
的

地
域

活
性

化
法

第
２

条
第

３
項

第
１

号
の

事
業

 
 

・
広

域
的

地
域

活
性

化
法

第
２

条
第

３
項

第
２

号
の

事
業

の
う

ち
、

以
下

に
掲

げ
る

事
業

 
 民

間
事

業
者

に
よ

る
拠

点
施

設
（

広
域

的
地

域
活

性
化

法
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

拠
点

施
設

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）
の

整
備
（

施
設

の
新

築
、
建

替
、
改

築
若

し
く

は
大

規
模

な
改

装
又

は
大

規
模

な
設

備
投

資
を

い
う

。
）
と

連
携

し
て

広
域

的
な

観
光

を
促

進
す

る
活

動
、

国
際

的
又

は
全

国
的

な
規

模
又

は
知

名
度

を
有

す
る

催
し

に
係

る
活

動
そ

の
他

の
広

域
か

ら
の

来
訪

者
を

増
加

さ
せ

る
効

果
が

高
い

活
動

を
促

進
し

、
か

つ
、

拠
点

施
設

間
の

最
も

主
要

な
幹

線
道

路
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

を
解

消
す

る
事

業
 

 物
流

総
合

効
率

化
法

に
基

づ
く

認
定

総
合

効
率

化
計

画
と

連
携

し
て

拠
点

施
設

に
お

け
る

広
域

的
な

経
済

活
動

を
促

進
す

る
事

業
 

       

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
拠

点
施

設
に

お
け

る
当

該
一

の
都

道
府

県
外

か
ら

の
観

光
入

込
客

数

の
増

加
 

 
当

該
一

の
都

道
府

県
の

区
域

を
越

え
る

物
資

の
流

動
量

の
増

加
 

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
民

間
投

資
を

誘
発

す
る

観
点

か
ら

、
民

間
事

業
者

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、
官

民
の

関
係

者
か

ら
成

る
協

議
会

等
を

通
じ

、
民

間
事

業
者

等
の

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

把

握
し

つ
つ

、
民

間
投

資
の

具
体

的
な

内
容

に
応

じ
た

優
先

度
や

時
間

軸
の

調
整

等

を
図

る
な

ど
、

利
用

効
果

の
高

い
事

業
に

重
点

的
に

取
り

組
む
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  ②
  

半
島

振
興

対
策

実
施

地
域

に
お

い
て

、
自

立
的

発
展

・
活

性
化

等
に

向
け

た
取

組
の

推
進

に
資

す
る

事
業

 
        

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
半

島
地

域
に

お
け

る
観

光
入

込
客

数
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
離

島
・
半

島
・
豪

雪
地

域
等

の
条

件
不

利
地

域
に

お
け

る
地

域
特

性
に

即
し

た
自

律

的
発

展
・

活
性

化
等

に
向

け
、
計

画
期

間
に

か
か

わ
ら

ず
、
今

後
と

も
効

果
的

な
取

組
を

弛
ま

ず
着

実
に

進
め

て
い

く
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 １
２

 
都

市
公

園
・

緑
地

等
事

業
 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
け

る
都

市
公

園
・
緑

地
等

事
業

に
お

い
て

は
、
豊

か
で

利
便

性
の

高
い

地
域

社
会

の
実

現
や

民
間

投
資

の
誘

発

を
図

る
と

い
う

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
 

国
家

的
関

連
事

業
※
の

開
催

に
向

け
た

都
市

公
園

の
整

備
等

に
関

す
る

事
業

 
※

 
国

家
的

関
連

事
業

と
は

、
国

際
的

な
イ

ベ
ン

ト
で

国
と

し
て

開
催

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
も

の
（

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
国

際
博

覧
会

、
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

サ
ッ

カ
ー

等
）

、
及

び
国

と
し

て
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
を

決
定

し
て

い
る

イ
ベ

ン
ト

（
国

民
体

育
大

会
、

全
国

都
市

緑
化

フ
ェ

ア
等

）
の

会
場

と
な

る
都

市
公

園
等

、
我

が
国

固
有

の
優

れ
た

歴
史

的
・

自
然

的
・

文
化

的
資

源
、
又

は
景

観
法

に
基

づ
く

景
観

重
要

建
造

物
等

を
活

用
す

る
観

光
振

興
の

拠

点
と

な
る

都
市

公
園

等
の

整
備

を
い

う
。
 

 ②
 

Ｐ
Ｆ

Ｉ
事

業
に

よ
る

都
市

公
園

の
整

備
等

に
関

す
る

事
業

 

 ③
 

地
域

の
子

育
て

支
援

等
に

対
応

し
た

都
市

公
園

ス
ト

ッ
ク

の
再

編
に

関
す

る
事

業
 

     ④
 

地
域

の
貴

重
な

資
源

で
あ

る
歴

史
文

化
や

自
然

環
境

を
未

来
に

亘
り

保
全

、
活

用
し

て
い

く
た

め
に

実
施

す
る

緑
地

の
保

全
等

に
関

す
る

事
業

 
   

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

地
区

、
特

別
緑

地
保

全
地

区
で

買
入

れ
が

必
要

な
面

積
の

う
ち

、
買

入
れ

を
行

っ
た

面
積

の
割

合
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
都

市
域

に
お

け
る

水
と

緑
の

公
的

空
間

確
保

量
 

 
H
2
4
年

度
 
1
2
.
8
㎡

／
人

 
→

 
H
3
2
年

度
 
1
4
.
1
㎡

／
人

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

園
利

用
者

数
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
都

市
域

に
お

け
る

水
と

緑
の

公
的

空
間

確
保

量
 

 
H
2
4
年

度
 
1
2
.
8
㎡

／
人

 
→

 
H
3
2
年

度
 
1
4
.
1
㎡

／
人
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防
災

・
安

全
交

付
金

に
お

け
る

都
市

公
園

・
緑

地
等

事
業

に
お

い
て

は
、
大

規
模

地
震

・
津

波
や

風
水

害
等

に
対

す
る

事
前

防
災

・
減

災
対

策
や

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

計
画

を
踏

ま
え

た
老

朽
化

対
策

の
推

進
を

図
る

と
い

う
考

え
の

下
、

以
下

の
事

業
に

特
化

し
て

策
定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

（
注

）
大

規
模

盛
土

造
成

地
が

存
在

す
る

市
区

町
村

に
お

い
て

行
わ

れ
る

事
業

に
つ

い
て

は
、
当

該
市

区
町

村
内

の
大

規
模

盛
土

造
成

地
に

つ
い

て

造
成

さ
れ

た
年

代
を

特
定

す
る

た
め

の
調

査
が

実
施

さ
れ

た
場

合
に

限
る

。
た

だ
し

、
平

成
3
2
年

度
ま

で
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 

地
域

防
災

計
画

等
に

位
置

付
け

ら
れ

た
都

市
公

園
（

広
域

的
な

防
災

拠
点

又
は

避
難

地
に

限
る

。
）
の

整
備

 

      ②
 

公
園

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
の

策
定

並
び

に
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

く
都

市
公

園
の

再
整

備
※
及

び
公

園

施
設

の
更

新
の

う
ち

、
以

下
に

掲
げ

る
公

園
施

設
に

係
る

も
の

 

・
健

全
度

調
査

に
よ

り
健

全
度

Ｄ
に

判
定

さ
れ

た
公

園
施

設
 

・
耐

用
年

数
の

９
割

を
超

過
し

た
公

園
施

設
 

※
既

に
供

用
さ

れ
て

い
る

都
市

公
園

に
あ

る
複

数
の

公
園

施
設

（
遊

具
等

）
を

、
施

設
の

老
朽

化
や

利
用

者
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

を
踏

ま
え

て
、

再
度

、
面

的
に

整
備

す
る

も
の

を
い

う
。

 

 （
注

）
 

「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」

に
定

め
ら

れ
た

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
記

載
事

項
（

以
下

の
①

～
⑥

）
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

 

①
対

象
施

設
、
②

計
画

期
間

、
③

対
策

の
優

先
順

位
の

考
え

方
、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、
⑥

対
策

費
用

 

 
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
広

域
避

難
地

と
な

る
防

災
公

園
の

整
備

に
よ

り
、
災

害
時

に
避

難
可

能

と
な

る
人

数
の

増
加

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
一

定
水

準
の

防
災

機
能

を
備

え
る

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

が
一

箇
所

以
上

確
保

さ
れ

た
大

都
市

の
割

合
 

 
H
2
4
年

度
 
約

7
6
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

8
9
％
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整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

園
施

設
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
改

築
・

更
新

し
た

公
園

施
設
（

遊

具
等

）
の

割
合

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
個

別
施

設
ご

と
の

長
寿

命
化

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）

の
策

定
率

（
公

園
）

 

 
H
2
6
年

度
 
7
7
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
1
0
0
％

[
地

方
公

共
団

体
]
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 １
３

 
市

街
地

整
備

事
業

 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
け

る
市

街
地

整
備

事
業

に
お

い
て

は
、
「

コ
ン

パ
ク

ト
＋

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

推
進

、
民

間
投

資
の

喚
起

・
誘

発
な

ど
、

以
下

の
事

業
に

特
化

し
て

策
定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対
し

て
重

点
配

分
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

（
都

市
再

生
区

画
整

理
事

業
・

市
街

地
再

開
発

事
業

等
・

都
市

再
生

総
合

整
備

事
業

）
 

①
 

立
地

適
正

化
計

画
を

作
成

、
又

は
確

実
に

作
成

が
見

込
ま

れ
る

地
域

に
お

い
て

実
施

さ
れ

、
か

つ
立

地
適

正

化
計

画
に

適
合

す
る

事
業

 

 （
都

市
再

生
区

画
整

理
事

業
・

都
市

再
生

総
合

整
備

事
業

）
 

②
 

一
定

の
サ

ー
ビ

ス
水

準
を

有
す

る
公

共
交

通
が

カ
バ

ー
す

る
エ

リ
ア

※
１
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

交
通

結
節

点
の

改
善

促
進

な
ど

※
２
に

資
す

る
事

業
、
及

び
大

街
区

化
な

ど
※

３
に

よ
り

民
間

投
資

の
誘

導
に

資
す

る
事

業
、

並
び

に
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

に
資

す
る

公
共

交
通

の
利

便
性

強
化

※
２
に

関
す

る
事

業
 
 

 （
市

街
地

再
開

発
事

業
等

）
 

③
 

一
定

の
サ

ー
ビ

ス
水

準
を

有
す

る
公

共
交

通
が

カ
バ

ー
す

る
エ

リ
ア

※
１
に

お
い

て
実

施
さ

れ
、

か
つ

建
築

工
事

に
着

工
し

て
い

る
等

※
４
、

事
業

効
果

の
発

現
が

早
期

に
期

待
で

き
る

事
業

 

 
上

記
②

及
び

③
に

お
け

る
注

釈
に

つ
い

て
は

以
下

の
と

お
り

。
 

 

※
１

 
鉄

道
・

地
下

鉄
駅

（
ピ

ー
ク

時
間

運
行

本
数

が
片

道
で

１
時

間
当

た
り

３
本

以
上

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
か

ら
半

径
１

ｋ
ｍ

の
範

囲
内

又
は

バ
ス

・
軌

道
の

停
留

所
・

停
車

場
（

ピ
ー

ク
時

間
運

行
本

数
が

片
道

で
１

時
間

当
た

り
３

本
以

上
あ

る
も

の
に

限
る

。
）
か

ら
半

径

５
０

０
ｍ

の
範

囲
内

の
区

域
を

い
う

。
 

 
 

34



 

 ※
２

 
交

通
結

節
点

の
改

善
、
連

立
事

業
、
新

交
通

・
Ｌ

Ｒ
Ｔ

・
Ｂ

Ｒ
Ｔ

の
導

入
、
自

転
車

・
バ

ス
レ

ー
ン

の
設

置
及

び
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

機
能

の
導

入
に

関
連

す
る

事
業

を
い

う
。

 

※
３

 
大

街
区

化
、
建

築
物

整
備

と
の

一
体

的
施

行
、
立

体
換

地
手

法
の

活
用

、
公

有
財

産
の

有
効

活
用

に
よ

る
土

地
区

画
整

理
事

業
を

い
う

。
 

※
４

 
当

該
年

度
に

建
築

工
事

に
着

工
す

る
こ

と
が

確
実

と
見

込
ま

れ
る

こ
と

。
 

 

         （
都

市
・

地
域

交
通

戦
略

推
進

事
業

）
 

④
 

立
地

適
正

化
計

画
を

作
成

、
又

は
確

実
に

作
成

が
見

込
ま

れ
る

地
域

に
お

い
て

実
施

さ
れ

、
か

つ
同

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
再

構
築

を
行

う
路

面
電

車
に

係
る

事
業

 
 ⑤

 
複

数
事

業
者

に
よ

る
複

数
の

鉄
道

路
線

(
軌

道
を

含
む

)
が

乗
り

入
れ

る
拠

点
駅

に
お

け
る

交
通

結
節

点
整

備
に

係
る

事
業

 

    
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

公
共

交
通

の
利

便
性

の
高

い
エ

リ
ア

の
居

住
人

口
比

率
の

 

増
加

・
維

持
 

居
住

誘
導

区
域

内
に

お
け

る
人

口
比

率
の

改
善

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

立
地

適
正

化
計

画
を

作
成

す
る

市
町

村
数

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
H
3
2
年

 
1
5
0
市

町
村

 

公
共

交
通

の
利

便
性

の
高

い
エ

リ
ア

に
居

住
し

て
い

る
人

口
割

合
 

 
 

（
三

大
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

9
0
.
5
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

9
0
.
8
%
）

 

 
 

（
地

方
中

枢
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

7
8
.
7
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

8
1
.
7
%
）

 

 
 

（
地

方
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

3
8
.
6
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

4
1
.
6
%
）

 

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
に

居
住

す
る

人
口

割
合

の

増
加

・
維

持
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
に

居
住

し
て

い
る

人
口

割
合

 

 
 

（
三

大
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

9
0
.
5
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

9
0
.
8
%
）

 

 
 

（
地

方
中

枢
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

7
8
.
7
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

8
1
.
7
%
）

 

 
 

（
地

方
都

市
圏

 
：

H
2
6
年

度
 

3
8
.
6
%
 

→
 

H
3
2
年

度
 

4
1
.
6
%
）
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防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
け

る
市

街
地

整
備

事
業

に
お

い
て

は
、
大

規
模

地
震

等
に

備
え

た
市

街
地

の
防

災
性

向
上

の
考

え
の

下
、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

（
注

）
大

規
模

盛
土

造
成

地
が

存
在

す
る

市
区

町
村

に
お

い
て

行
わ

れ
る

事
業

に
つ

い
て

は
、
当

該
市

区
町

村
内

の
大

規
模

盛
土

造
成

地
に

つ
い

て

造
成

さ
れ

た
年

代
を

特
定

す
る

た
め

の
調

査
が

実
施

さ
れ

た
場

合
に

限
る

。
た

だ
し

、
平

成
3
2
年

度
ま

で
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

 【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

（
都

市
防

災
推

進
事

業
）

 

①
 

首
都

直
下

地
震

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

等
の

大
規

模
地

震
に

備
え

た
密

集
市

街
地

の
改

善
整

備
や

津
波

か
ら

の
避

難
の

た
め

の
施

設
（

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
特

別
措

置
法

に
よ

る
緊

急
事

業
計

画
、
津

波
防

災
地

域
づ

く

り
に

関
す

る
法

律
に

よ
る

推
進

計
画

及
び

都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

よ
る

都
市

再
生

安
全

確
保

計
画

に
基

づ

く
避

難
施

設
及

び
避

難
経

路
）

の
整

備
 

 ②
 

地
域

防
災

計
画

で
避

難
所

と
な

る
小

学
校

等
の

周
辺

※
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

市
街

地
の

防
災

性
・
安

全
性

の
向

上
に

資
す

る
事

業
 

※
 

地
域

防
災

計
画

で
避

難
所

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
る

小
学

校
等

か
ら

概
ね

1
㎞

の
範

囲
内

の
区

域
を

い
う

。
 

          

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
で

あ
る

○
○

地
区

に
お

け

る
不

燃
領

域
率

を
○

％
に

向
上

さ
せ

る
 

 
津

波
避

難
タ

ワ
ー

等
整

備
に

よ
り

、
津

波
か

ら
逃

げ
ら

れ
な

い
人

数
を

ゼ
ロ

に
す

る
 

○
○

小
学

校
の

周
辺

に
お

け
る
（

公
園

施
設

の
老

朽
化

対
策

又
は

通
学

路
の

安
全

対
策

に
よ

る
）

子
ど

も
の

事
故

件
数

の
減

少
 

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
 

地
震

時
等

に
著

し
く

危
険

な
密

集
市

街
地

の
面

積
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

H
2
6
年

度
 

4
,
5
4
7
h
a
 
→

 
H
3
2
年

度
 

お
お

む
ね

解
消

 

 
 

安
全

で
確

実
な

避
難

の
確

保
 

避
難

路
、

避
難

用
通

路
の

整
備

 

（
南

海
ト

ラ
フ

地
震

防
災

対
策

推
進

基
本

計
画

）
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    ③
 

大
規

模
盛

土
造

成
地

マ
ッ

プ
や

宅
地

液
状

化
マ

ッ
プ

の
作

成
な

ど
宅

地
の

耐
震

化
の

向
上

に
資

す
る

事
業

 

    （
都

市
再

生
区

画
整

理
事

業
）

 

④
 

地
震

時
等

に
著

し
く

危
険

な
密

集
市

街
地

等
※

１
に

お
い

て
実

施
さ

れ
、

か
つ

老
朽

化
建

築
物

の
多

い
地

域

等
※

２
の

改
善

促
進

に
資

す
る

事
業

 

 （
市

街
地

再
開

発
事

業
等

）
 

⑤
 

地
震

時
等

に
著

し
く

危
険

な
密

集
市

街
地

等
※

１
に

お
い

て
実

施
さ

れ
、

か
つ

建
築

工
事

に
着

工
し

て
い

る

等
※

３
、

事
業

効
果

の
発

現
が

早
期

に
期

待
さ

れ
る

事
業

 

 
上

記
④

及
び

⑤
に

お
け

る
注

釈
に

つ
い

て
は

以
下

の
と

お
り

。
 

 

※
１

 
住

生
活

基
本

計
画

（
全

国
計

画
）

に
定

め
ら

れ
る

「
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
」

の
ほ

か
、

以
下

に
掲

げ
る

も
の

を
い

う
。

 

・
密

集
法

第
３

条
の

規
定

に
基

づ
き

定
め

又
は

定
め

る
予

定
で

あ
る

防
災

再
開

発
促

進
地

区
 

・
地

域
防

災
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
地

区
で

あ
っ

て
、

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
大

規
模

盛
土

造
成

地
マ

ッ
プ

等
を

公
表

し
た

市
町

村
数

の
増

加
 

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

大
規

模
盛

土
造

成
地

マ
ッ

プ
等

公
表

率
 

H
2
6
年

度
 
1
3
.
7
％

 
 
→

 
H
3
2
年

度
 
約

7
0
％

 

居
住

し
て

い
る

地
域

に
関

す
る

大
規

模
盛

土
造

成
地

の
情

報
を

確
認

で
き

る
人

口
 

H
2
6
年

度
 
3
6
百

万
人

 
→

 
H
3
2
年

度
 
9
0
百

万
人
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①
三

大
都

市
圏

の
既

成
市

街
地

等
 

②
政

令
指

定
都

市
、

県
庁

所
在

地
 

③
地

震
防

災
対

策
強

化
地

域
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
防

災
対

策
推

進
地

域
、

日
本

海
溝

・
千

島
海

溝
周

辺
海

溝
型

地
震

防
災

対
策

推
進

地

域
、

地
震

予
知

連
の

指
定

地
域

 

※
２

 
老

朽
住

宅
棟

数
密

度
及

び
建

築
物

棟
数

密
度

が
高

い
地

区
を

い
う

。
 

※
３

 
当

該
年

度
に

建
築

工
事

に
着

工
す

る
こ

と
が

確
実

と
見

込
ま

れ
る

こ
と

。
 

    
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

地
震

時
等

に
お

い
て

危
険

な
密

集
市

街
地

等
の

改
善

面
積

の
増

加
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

面
積

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

H
2
6
年

度
 

4
,
5
4
7
h
a
 
→

 
H
3
2
年

度
 

お
お

む
ね

解
消
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 １
４

 
都

市
水

環
境

整
備

事
業

（
統

合
河

川
環

境
整

備
事

業
等

）
 

 
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

に
お

け
る

統
合

河
川

環
境

整
備

事
業

及
び

総
合

流
域

防
災

事
業

の
う

ち
、

統
合

河
川

環
境

整
備

事
業

の
要

件
に

該
当

す
る

河
川

環
境

整
備

事
業

に
お

い
て

は
、

地
域

活
性

化
を

推
進

す
る

と
の

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

 

①
 多

様
な

主
体

と
連

携
し

、
観

光
地

の
魅

力
向

上
や

地
域

の
賑

わ
い

創
出

に
資

す
る

水
辺

整
備

事
業

及
び

水
環

境
改

善
事

業
 

 

②
 多

様
な

主
体

と
連

携
し

、
流

域
に

お
け

る
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
自

然
再

生
事

業
 

     
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

・
水

辺
へ

の
観

光
客

数
の

増
加

 

・
民

間
事

業
者

に
よ

る
河

川
敷

占
用

数
の

増
加

 

・
水

質
の

改
善

効
果

（
B
O
D
・

C
O
D
等

）
 

・
再

生
し

た
湿

地
の

面
積

 

  

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

・
水

辺
の

賑
わ

い
創

出
に

向
け

、
水

辺
と

ま
ち

が
一

体
と

な
っ

た
取

組
を

実
施

し
た

市
区

町
村

の
割

合
 

H
2
6
年

度
 

約
2
5
%
 

 
→

 
H
3
2
年

度
 

約
5
0
%
 

・
広

域
的

な
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
協

議
会

の
設

置
及

び
方

針
・

目
標

の
決

定
 

H
2
6
年

度
 
3
8
%
 

 
 

→
 

H
3
2
年

度
 
1
0
0
%
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 １
５

 
地

域
住

宅
計

画
に

基
づ

く
事

業
 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、
適

切
な

質
の

住
宅

の
供

給
に

資
す

る
事

業
に

特
化

す
る

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
 

原
則

と
し

て
1
0
0
戸

以
上

の
規

模
の

公
的

賃
貸

住
宅

団
地

に
、

住
宅

の
整

備
に

合
わ

せ
て

、
高

齢
者

施
設

、

障
害

者
施

設
、

子
育

て
支

援
施

設
等

の
福

祉
施

設
が

併
設

さ
れ

る
も

の
 

     

 

②
 

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／

Ｐ
Ｆ

Ｉ
等

の
事

業
手

法
に

よ
る

民
間

投
資

の
誘

発
を

促
進

す
る

事
業

 

        
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
住

生
活

の
安

心
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
と

連
携

し
た

住
宅

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ

ト
の

確
保

（
高

齢
者

施
設

、
障

害
者

施
設

、
子

育
て

支
援

施
設

等
を

併
設

し
て

い
る

1
0
0
戸

以
上

の
規

模
の

公
的

賃
貸

住
宅

団
地

の
割

合
の

向
上

）
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
高

齢
者

施
設

、
障

害
者

施
設

、
子

育
て

支
援

施
設

等
を

併
設

し
て

い
る

1
0
0
戸

以
上

の
規

模
の

公
的

賃
貸

住
宅

団
地

の
割

合
 

H
2
5
年

度
 
1
9
％

 
→

 
H
3
2
年

度
 
2
5
％
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防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
い

て
は

、
地

域
の

生
活

空
間

の
安

全
確

保
に

資
す

る
事

業
に

特
化

す
る

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定

さ
れ

る
整

備
計

画
に

対
し

て
重

点
配

分
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

 【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

 ①
 

公
営

住
宅

及
び

改
良

住
宅

の
耐

震
改

修
（

耐
震

診
断

を
含

む
）

事
業

 

 ②
 

耐
震

性
の

な
い

公
営

住
宅

及
び

改
良

住
宅

の
建

替
事

業
 

 （
注

）
上

記
①

及
び

②
の

う
ち

、
以

下
を

満
た

す
も

の
と

す
る

。
 
 

 
「

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

基
本

計
画

」
に

定
め

ら
れ

た
個

別
施

設
計

画
の

記
載

事
項

（
以

下
の

①
～

⑥
）

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

①
対

象
施

設
、

②
計

画
期

間
、

③
対

策
の

優
先

順
位

の
考

え
方

、
④

個
別

施
設

の
状

態
等

、
⑤

対
策

内
容

と
実

施
時

期
、

⑥
対

策
費

用
 

    
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

営
住

宅
及

び
改

良
住

宅
の

耐
震

化
の

推
進

（
公

営
住

宅
の

耐
震

化

率
、

改
良

住
宅

の
耐

震
化

率
の

増
加

）
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
住

宅
・

建
築

物
の

耐
震

化
率

 

（
住

宅
）

H
2
5
年

 
約

8
2
％

 
→

 
H
3
2
年

 
9
5
％

 

（
多

数
の

者
が

利
用

す
る

建
築

物
）

 
H
2
5
年

 
約

8
5
％

 
→

 
H
3
2
年

 
9
5
％
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 １
６

 
住

環
境

整
備

事
業

 

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

お
い

て
は

、
民

間
投

資
の

喚
起

に
よ

る
地

域
活

性
化

等
を

図
る

と
い

う
考

え
の

下
、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 【
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

】
 

①
 

立
地

適
正

化
計

画
を

作
成

、
又

は
確

実
に

作
成

が
見

込
ま

れ
る

地
域

に
お

い
て

実
施

さ
れ

、
か

つ
立

地
適

正

化
計

画
に

適
合

す
る

事
業

 
     ②

 
一

定
の

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
有

す
る

公
共

交
通

が
カ

バ
ー

す
る

エ
リ

ア
に

お
い

て
実

施
さ

れ
、

か
つ

建
築

工

事
に

着
工

し
て

い
る

等
、

事
業

効
果

の
発

現
が

早
期

に
期

待
で

き
る

事
業

 
        

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
居

住
誘

導
区

域
内

に
居

住
す

る
人

口
比

率
の

改
善
（

居
住

誘
導

区
域

内

に
居

住
す

る
人

口
比

率
の

増
加

）
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
立

地
適

正
化

計
画

を
作

成
す

る
市

町
村

数
 

H
3
2
年

 
 
1
5
0
市

町
村

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
の

居
住

人
口

の
増

加
・

維
持
（

公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
に

居
住

し
て

い
る

人
口

割
合

の
増

加
）

 

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
公

共
交

通
の

利
便

性
の

高
い

エ
リ

ア
に

居
住

し
て

い
る

人
口

割
合

 

（
三

大
都

市
圏

）
 

H
2
6
年

 
9
0
.
5
％

 
→

 
H
3
2
年

 
9
0
.
8
％

 

（
地

方
中

枢
都

市
圏

）
 

H
2
6
年

 
7
8
.
7
％

 
→

 
H
3
2
年

 
8
1
.
7
％

 

（
地

方
都

市
圏

）
 

H
2
6
年

 
3
8
.
6
％

 
→

 
H
3
2
年

 
4
1
.
6
％
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防

災
・

安
全

交
付

金
に

お
い

て
は

、
地

域
の

生
活

空
間

の
安

全
確

保
に

資
す

る
事

業
に

特
化

す
る

考
え

の
下

、
以

下
の

事
業

に
特

化
し

て
策

定
さ

れ
る

整
備

計
画

に
対

し
て

重
点

配
分

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
 

 【
防

災
・

安
全

交
付

金
】

 

①
 

改
正

耐
震

改
修

促
進

法
に

お
い

て
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

た
住

宅
・
建

築
物
・
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
の

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
等

を
実

施
す

る
事

業
 

      

 

②
 

地
震

時
等

に
著

し
く

危
険

な
密

集
市

街
地

に
お

け
る

防
災

性
の

向
上

に
資

す
る

事
業

 

      
 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
改

正
耐

震
改

修
促

進
法

に
お

い
て

耐
震

診
断

が
義

務
付

け
ら

れ
た

住

宅
・

建
築

物
の

耐
震

化
（

多
数

利
用

大
規

模
建

築
物

等
の

耐
震

化
率

、

避
難

路
沿

道
建

築
物

等
の

耐
震

化
率

の
増

加
）

 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
住

宅
・

建
築

物
の

耐
震

化
率

 

（
住

宅
）

H
2
5
年

 
約

8
2
％

 
→

 
H
3
2
年

 
9
5
％

 

（
多

数
の

者
が

利
用

す
る

建
築

物
）

 
H
2
5
年

 
約

8
5
％

 
→

 
H
3
2
年

 
9
5
％

 

 
整

備
計

画
の

目
標

例
 

 
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

解
消
（

地
震

時
等

に
著

し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

解
消

面
積

の
割

合
の

増
加

）
 

 
（

参
考

）
社

会
資

本
整

備
重

点
計

画
等

に
お

け
る

Ｋ
Ｐ

Ｉ
・

指
標

 

 
地

震
時

等
に

著
し

く
危

険
な

密
集

市
街

地
の

面
積

 

H
2
6
年

度
 
4
,
5
4
7
h
a
 
→

 
H
3
2
年

度
 
お

お
む

ね
解

消
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配
分

に
当

た
っ

て
の

事
業

横
断

的
な

配
慮

事
項

 

 

○
 

ス
ト

ッ
ク

効
果

の
最

大
化

を
図

る
観

点
か

ら
、
 

・
 

事
業

完
了

が
目

前
で

、
あ

と
わ

ず
か

な
投

資
で

大
き

な
経

済
効

果
が

発
揮

さ
れ

る
事

業
 

・
 

民
間

投
資

計
画

と
連

動
し

て
大

き
な

経
済

効
果

が
発

揮
さ

れ
る

事
業

 

を
含

む
整

備
計

画
で

あ
る

場
合

に
は

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
の

配
分

に
当

た
っ

て
一

定
程

度
配

慮
す

る
。

 

 ○
 

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／

Ｐ
Ｆ

Ｉ
の

活
用

に
よ

る
民

間
投

資
の

誘
発

を
促

進
す

る
事

業
を

含
む

整
備

計
画

で
あ

る
場

合
に

は
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

の
配

分
に

当
た

っ
て

一
定

程
度

配
慮

す
る

。
 

 ○
 

国
土

強
靱

化
等

の
取

組
に

よ
り

国
民

の
安

全
・

安
心

の
確

保
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
 

・
 

頻
発

す
る

風
水

害
・

土
砂

災
害

や
大

規
模

地
震

・
津

波
に

対
す

る
総

合
的

な
防

災
・

減
災

対
策

 

・
 

イ
ン

フ
ラ

長
寿

命
化

計
画

を
踏

ま
え

た
総

合
的

な
老

朽
化

対
策

等
 

を
緊

急
に

進
め

る
横

串
・

大
括

り
化

し
た

総
合

的
な

整
備

計
画

で
あ

る
場

合
に

は
、

防
災

・
安

全
交

付
金

の
配

分
に

当

た
っ

て
一

定
程

度
配

慮
す

る
。

 

 ○
 

国
土

強
靱

化
地

域
計

画
に

基
づ

き
実

施
さ

れ
る

事
業

を
含

む
整

備
計

画
で

あ
る

場
合

に
は

防
災

・
安

全
交

付
金

の
配

分
、

定
住

自
立

圏
共

生
ビ

ジ
ョ

ン
、

連
携

中
枢

都
市

圏
ビ

ジ
ョ

ン
又

は
流

域
水

循
環

計
画

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

る
事

業
を

含
む

整

備
計

画
で

あ
る

場
合

に
は

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
及

び
防

災
・

安
全

交
付

金
の

配
分

に
当

た
っ

て
一

定
程

度
配

慮
す

る
。
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